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星 合 孝 男
「クジラも獲らないのに,南極まで何 をしに行 くので
すか」と言 う質問に悩まされていた頃から何年も経 って











てもビクともしなかった 「ナンキ ョクオキア ミ」の量で















































識 された.そ の結果 「南極海洋生態系及び資源の生物学
的研究」を国際協力の下に実施すべきことが提案された
(このことに関 しては,簡 単ではあるが別に触れる.).
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ない.従 って,観 測要員,観 測時間には 自ら制約があ
る.充 分な海洋生物観測を行 うには,国 内外の海洋観測
































吉沢,高 橋,光 山の各隊員は昭和基地を出発,途 中順調
に走行を続け,8月5日18時50分(現地時間)全 員無
事,み ずほ観測拠点に到着 した.8月6日 より10[・1まで
に燃料の積一ドし,12kVA発電機,16kVA発電機の調整





































































極 地 研 二
月22e.1の第55回本 部 総 会 に お い て,第18次 南 極 地 域 観 測
隊 長(兼 越 冬隊 長)と して決 定 され てい た川 口 貞 男氏 の
病 気 に よ る辞 退 届 が受 理 され,9月1日 の南 極 本 部 連 絡
会 に お い て 楠宏 氏 が後 任 と して決 定 され た.ま た残 り3
名 の隊 員 と,南 極 条約 に 基 づ く交 換 科 学 者 も決 定,発 表
され た.
隊長(兼 越 冬隊 長):楠 宏(大10.11.18)理学 博 士,
国立 極 地 研 究所 教授 研 究 主 幹.
1極地 研 究歴;南 極 関 係 第1次(夏 隊),第8次 副 隊
長(夏 隣),第10次 隊 長(兼越 冬隊 長),第14次 隊 長
(夏隊),昭 和43{F米国 マ クマ ー ド基 地他.
互馴1」分 野 雪 氷 学.
雪 氷:藤 井理 行(昭22,1.11)
国 立 極 地 研 究所 研 究 系(文 部教 官 助 手)
通 信:長 谷 川TE道(昭18.2.20)
海 上 保 安 庁 警 備 救 難 部(海 上保 安官)
設 営 一 般:寺 井 啓(昭17,8,16)
国 立 極 地 研 究 所 研 究 系(文 部 教 官 助 手)
交 換 科 学 者:佐 藤 夏 雄(昭22.7.8)
国 立 極 地 研 究 所 研 究 系(文 部 教 官 助 手)
南 極 夏 期 間 に 約2カ 月 間,フ ラ ンスの ボル トー フ ラ
ンセ基 地(ケ ル ゲ レ ン島)に おい て超 高1曽物 理 学 的
観 世llをそ苛う,
一 マクマー ド基地への派遣一
1976～77年の南 極 マ クマ ー ド ・サ ウン ド地 域 一 帯 で の
野 外調 査 シー ズ ンに は,当 研 究 所 の 神沼 克 伊 助 教 授,矢
内 桂三 助 手 の2名 が 派 遣 され る.昨 シー ズ ンま で続 い た
DVDPに 替 り,今 シ ー ズ ンか らの テー マ は 「マ クマ ー
ド ・サ ウ ン ド地域 に お け る地球 科 学的 研 究 」 で あ る.
神 沼 助 教 授 は マ ク マー ド基 地 を 中 心 に 地 震 観測 を そ了
い,米 シー ズ ン.ニ ュ ー ジー ラ ン ドとの共 同観 測 が 予 定
され てい る マ ク マー ド・サ ウ ン ド地域 で の 地震 活 動 精 査
の ため の 種 々の テ ス トを行 う.
矢 内助 手は ロ ス島 や ドラ イバ レーで の 地 質 調 査 を行
う.昭 和 基 地 と異 り,マ クマ ー ド ・サ ウ ン ド付近 の 地 質
構 造 は,年 代 の 新 しい 岩 石 も多 く,南 極 大 陸 の形 成 史 を
探 る上 で,新 しい 知 見 が得 られ よ う.
こ の機 会 に,南 極 横 断 山脈 西 側 の氷 原 地 帯 に も入 り,
限 石 調査 も行 う.限 石 の宝 庫 「や ま と 山脈 」 で,南 極 で
の 限 石調 査 の経 験 を十 分 に積 ん で い る の で,成 果 が 期 待
さ れ る.こ の 調 査 に は,ア メ リカ側 か ら も参 加 し,ヘ リ
コ プ タ ーを駆 使 して 空 か らの 調査,標 高2,000mの氷 原
に キ ャ ン プ して の現 地 調 査 な どが 予 定 され て い る.
2人 は10月29臼に 日本 を出 発,11月初 旬 か らマ クマ ー
ド基 地 に 滞 在 し,神 沼 助 教 授 は12月下 旬,矢 内 助 手 は 米
ユ ー ス
年2月 中 旬帰 国 の 予 定 で あ る.
また11月29日か ら約2週 間,永nl武 所 長 もマ クマ ー ド
基 地 に 出 張 の予 定 で あ る.こ れ は ア メ リカ科 学 財.団(N
SF)の 招 請 に よ る も ので,マ クマ ー ド基 地 に 滞 在 し,
ロス島 や ドライバ レー地 域,ス コ ッ ト基 地,南 極 点 に あ
る ア ム ンゼ ン スコ ッ ト基 地 な ど を 視察 す る予 定 で あ る.
一第1了次越冬隊家族会開かる一
9月24[/1,東条 会 館 にお い て第17次越 冬隊 の 家 族 会 が
開 催 され た.今 回 は29家族 の うち25家族 がILfJr'i';'し,昭和
基 地 へ新 年 に届 け る第1使 や 送 金 の 説 明 が 中 心 で,他 に
も永 田所 長 の第17次隊 オ ブ ザ ー バ ー と して同 行 した 話 や
平 沢副 隊 長 の夏 隣 報告 等 が あ っ た.特 に 初 め て の 試 み と
して,昭 和 基 地 か ら 届 い た 「生 の声 」 の メ ッセ ー ジ が約
40分に わ た り披 露 され,出 港 後10ヵ月 ぶ りにlillく隊 員 の
元 気 な声 に 感激 し涙 す る家 族 も あ っ た.同 時 に 会 場 にお
い て 家 族 の 声 を録 音 し後|i編1集して基 地 に送 る こ と にな
っ てい る.
一順石展開かる一
「1本標 準 時.子午 糸}艮(東経135度)の 通 過 地点 に あ る明
石iii":天文 科 学 館 に お い て 「'j':宙か らの 使 者 ・… ・」 と副
題 の つい た 明 石 展 が8月1日 か ら9月5日 まで開 催 され
た.こ の 期 間 は 子 供 連 に と って 夏休 み で もあ り,延 べ3
万 人 の入 場 者 が あ っ た.当 研 究 所 は 向 斜 学 館fからの依 頼
に よ り,南 極 のや ま と陽 石5点 と限 石構 造 写 真1α点を 貸
し出 し出 品 した.国 内 外 の明 石 等17点が 出 品 され,日 本
で最 古 と して知 られ てい る篠 ケ瀬 限 石 や ア メ リカで 発 見
さ れ た マ ウ ン ト阻 鉄 も展 示 され た.特 に 南 極 大陸 で 収 集
した 「や ま と陽 石 」 は 入 場 者の 興 味 をひ き南 極 観 測 」撲












昭和51年8月16日 か ら21日ま で,　SCAR/SCORの南大
洋 生 物 資源 拡 大 専 門家 会議 が,ア メ リカ合 衆 国 科 学 ア カ
デ ミー の肝 入 りで,ウ ッ ズホ ー ル に あ る科 学 ア カ デ ミー
のSummer　Studies　Centerで開{illされ た.本 会 議 は,
第8回 南極 条約 協 議 会 議 の勧 告 に基 づい て開 催 され た も
の で あ り,南 大 洋 の海 洋 生 物 資 源 が注 目 を あ び てい る現
況 にか ん がみ,南 大 洋 の生 物 資 源 量 の 評 価 と,資 源 生 物
が生 態 系 の 中 で 占 め る生 態 学 的 な位 置 と役 割 りの 検 討 と
を す る こ と,更 に,そ れ ら資 源 を管 理 ・利 用 す る方 途 を
得 る た め の研 究 計 画 を立 案 す る こ と を 目的 と した もの で
あ る.参 加 者 は,オ ー ス トラ リア,ア ル ゼ ンチ ン,チ リ,
フ ラ ンス,ニ ュー ジ ー ラ ン ド,日 本,ノ ー ル ウ ェ ー,南
ア フ リカ,連 合 王 国,ア メ リカ合 衆 国,ポ ー ラ ン ド,カ
ナ ダ,西 ドイ ツの 諸 国 と,　FAO/ACMRR,　IWC,　IOC,
OSB/SCOR.　INCNなどの 機 関 か ら約60名で あ った.南
大 洋 の オ キ ア ミ,魚 類 の漁 獲 を実 際 に 行 っ てい る ソ連 か
らの参 加 者 が無 い こ とは,皆 等 し く奇 異 に 感 じた と ころ
で あ っ た.我 が 国 か らは,根 本 敬 久(東 大海 洋 研),奈 須
敬 二(水産 資 源 開 発 セ ン タ ー),大 山 龍 蔵(遠 洋 水 研),河
村 章 人(鯨 類 研),星 合 孝 男(極 地 研)の5名 が 参 加 した.
最 近 の各 国 の 南 大 洋 に お け る資 源 生 物 に 関 す る調査 の
報 告 が 全 体 会 議 で 行 わ れ た.つ い で 海 産哺 乳 動 物 と鳥
類,魚 類,頭 足 類,オ キ ア ミ,い せ え び ・か に ・貝,海
藻 類 な ど の 資源 生 物 に つい ての 知 見 の レビ 斗一 と今後 の
研 究 に お け る問 題 点 の整 理 とが,そ れ ぞ れ の作 業 委 員 会
で行 われ た.作 業 委 員 会 で の 検 討 の 結 果 は 改 め て 全体 会
議 で ま とめ られ,南 大 洋 の 資 源 生 物 の 現 存 量,蒋 生産 量
等,資 源 の利 用,管 理 に 必 要 で あ りな が ら,ま だ 明 らか
で ない 点 が整 理 され た.
更 に,生 態 系 の モ デ リン グに よる研 究,リ モ ー トセ ン
シ ングに よ る研 究 等 の研 究 技 術 の 問 題 が 討議 され,研 究
調 査 の 実 施 の場 とな る,観 測 ・調査 船,観 測 基 地 の あ り
方,そ こで の 観 測 項U等 が 検 討 され た.
以 上 を ま とめ て,国 際 協 力 に よる広 汎 な研 究 を10年間
余 に わ た っ.て実 施 す る　Biological　Investigation　of
Marine　 Antarctic　Systems　and　Stoks(略 し て
BIOMASS)計 画 を,　 SCAR,　SCOR.・.et提出 し,こ れ ら
を通 して南極条約協議会議 と　IOCにまで.Lげようとい



































周氷河現象(森 脇喜一),4)隆起汀線(野 上道男)で あ











































































みに頼るのでは不充分で地上に観測網をは りめ ぐら す


















































































電 離 層 吸 収 リオ メ ー タ ー:30MHz.〃一..一 一..
地 磁 気 脈 動 イ ン ダ クシ ョ
(三成 分)ン ・磁力 計
ア ナ ロ グ 記 録O
.OOI""3Hz(R -920L)
(2,5Hz). ～3か 月
1。計二 元 締 デジ夕露



































































































末には冷え込み厳 しく8月におけ る従来 の最 低 気 温
一39.6℃を更新 し一41.4℃を記録,月 平均 気 温 も約
4℃ も低かった.
区 分7月8月
























8月30口に はD31ARの 大 陸 輸送(と っ つ き岬 よ りS
-16)に 成 功 した .通 信状 態 の 方 は7月,8月 を通 して
あ ま り良 くな か った が8月 後 半,良 ・不 良 が か な りは っ
き り して き た よ うで 状 態 は 徐 々に 良 くな って い る.み ず
ほ 冬旅 行 で は ヘ リカ ル ホ イ ップ を使 用 した 結 果,通 信状
態 の 良 い時 に は往 復 と も走行 中 に運 用 可 能 で あ った.そ
の 他 す べて 順 調 に経 過 して い る.
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一雪に魅せられた人びと一
極 地 研 ニ ュ ー ス
本書は,雪 に魅せられた人々の中から,その先覚をな
したウィルソン ・A・ベントレー,中谷宇吉郎,土 井利
位,デ カル トの雪の結晶に関する業績とその生 き方を平
易な文章と美 しい写真や図で紹介 している.特にペント
レ・一については,本 書の5/6(127ページ)を使った力作














に彼の業績 と偉大さを紹介 している.し かし土井利位に











確ではあろうが,利 位同様もっと詳 しく紹介 してほ しか
った.
〔小林rr頸作者1975年 築地書館発行〕




から多量の限石が発見 され た.そ の数は 現在まで 約
1,000個,総重量は約100kgである.
1969年12月第10次隊がやまと山脈南端の裸氷上で氷河
流動の観測中,偶 然最初の明石を発見 した.同 隊は最初








した.ま ず,初 めて限石が発見された地域 の 裸水域10
km四 方 の範 囲 を くわ し く探 査 した と こ ろ大 小 約200個
の 限 石 を発 見 した.
さ らに,探 査 域 を山脈 の 南西 部 か ら西 部 の採 氷 域 へ と
拡 大 し,雪F:車 で600km走 行 して探 査 した 結 果,第15
次 隊 と して 合計663個 の 明石 を発 見 す る こ と が で きた.
探 査 旅 行 の時 夕 食後 の1時 間程 の散 歩 で20～30個が採 集
で き る異常 さ で あ っ た.探 査 は さ ら に第16次隊(1975)
に も 引 き継 が れ,や ま と 山脈 北 方 及 び東 方 の裸 氷 か ら も
ぞ くぞ く と発 見 され,同 隊 は や ま と限 石 の 中 の最 大 の 限
石(約11kg,コ ン ドライ ト)を は じめ 合 計307個を採 集
した.こ れ ら の隅 石 は1個 の例 外 を除 きす べ て 裸 氷(い
わ ゆ る 青氷)の 表 面 か ら発 見 され た.現 在 頗 石 の 分 類 同
定 の作 業が 進 行 中 で あ るが,こ れ らの 鳴石 種 は唄 鉄,石
鉄 限 石,コ ン ドライ ト,エ コ ン ドライ ト,炭 素質 コ ン ド
ラ イ ト限 石 の 一通 りの 種 類 を網 羅 して い る.こ の よ うに
種 に 富 む こ とが や ま と瞑 石 の 最大 の特 徴 で,こ の こ と は
陽 石 研 究 に き わ め て好 都 合 と言 え よ う.
宇 宙物 質 と して の や ま と限 石 の価 値 も さ る こ と な が
ら,こ の隅 石 が南 極 の氷 河 研 究 に重 要 な鍵 に な る こ と も
予想 され る.
な お,や ま と限 石 を除 く世 界 の明 石 コ レク シ ョンは 現
在 約2,000～3,000個,その うち 日本 産 は わ ず か28個に す
ぎ ない.
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